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[要旨]本稿では中国四川省甘孜藏族自治州道孚県色上下郷で話されるアムドチベッ
ト語 gSerkha方言の音体系を提示し、その音声記述を行うことで、同方言がも
つ特徴を明らかにする。この記述を通して、以下のような音体系上の特徴が指
摘できる。子音については、単子音としての口蓋垂音/qh, q/が認められる点、子
音連続の組み合わせが７組存在する点、および末子音に/k/と/q/の対立が認めら
れる点がある。母音については、広母音に/æ, a, 5/の対立を有する点がある。ま
た、声調による対立を形成しない。
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1 はじめに

本稿は四川省甘孜 [dKar-mdzes]藏族自治州道孚 [rTa’u]県色上下[gSer-kha]郷で話さ
れるアムドチベット語 gSerkha（色上下）方言の音体系を提示し、音声記述を行うこと
を通じて同方言がもつ特徴を明らかにすることを目的とする記述的研究である1。

1.1 カム地域のアムドチベット語

アムドチベット語はチベット系諸言語（Tibetic languages; cf. Tournadre 2014）の
うち、中国青海省、甘粛省、四川省といった地域に広く分布する言語である。アム
ドチベット語の方言研究は、チベット言語学において比較的研究の進んだ分野であ
り、まとまった記述（格桑居冕・格桑央京 2002:173-270、周毛草 2003、Haller 2004、
海老原 2008、Sum-bha Don-grub Tshe-ring 2011）、歴史言語学的研究（Cham-tshang

Padma Lhun-grub 2009、王雙成 2012）、辞書（華侃・龍博甲 1993、耿顯宗等 2007）
が複数提出されているほか、研究論文は枚挙にいとまがない。

1本来チベット言語学の枠組みによる研究においては、音体系の記述とともに、チベット
語文語形式（蔵文）との対応関係を明らかにする作業が不可欠とされ（Häsler 1999など）、
筆者も以前に提出したアムドチベット語の記述（鈴木 2004、鈴木・イェシェムツォ2006）に
おいて実践している。本稿では前者のみを取り扱い、後者については稿を改め十分な紙数を
割いて行いたい。



カム地域でもいくつかの地域の牧畜民がアムドチベット語に類する言語を話して
いることは、当地のチベット人をはじめ、研究者にも知られている（王雙成 2012）。
筆者が現地調査において確かめえた、カム地域における自称「カム人」のアムドチ
ベット語話者は甘孜州道孚県、康定県、理塘県に居住している。自身の母語を「ア
ムドチベット語」と呼ぶかどうかは個人差があり、アイデンティティーに照らして
「カムチベット語の方言」と主張して譲らない話者も少なくない。言語名はどうあ
れ、話者に共通しているのは、自らの母語が、漢語で「草地話」と呼ばれる変種に
属しており、アムドの牧畜地域で通用するチベット語の話者と困難なく意思疎通が
可能である、という認識である。

1.2 研究の背景

カム地域で話されるアムドチベット語については、先行研究において特別な理由
が提示されることもなく、注目されていない。最近の総合的なアムドチベット語方言
研究においては取り上げられることがほとんどない場合もある（Cham-tshang Padma

Lhun-grub 2009）。本稿で取り上げるカム・アムドの接触地域において話されるアム
ドチベット語は、1950年代に行われた中国の少数民族言語一斉調査（普査）におい
て数地点が記録され、爐霍 [Brag-’go]、道孚（実際は道孚県北部の玉科 [gYu-khog]

草原で話される変種）、所拉（未同定）があてはまる（Zhang 1996）。ただしこれら
の資料は公開されておらず、瞿靄堂 (1990)などで部分的に使用されている程度で、
全体像を知ることができない。一方で王雙成 (2012)には著者自身による爐霍県宗美
郷の音体系が記述されており、例語も添えられている。
カム地域のアムドチベット語はカムチベット語と連続して分布しているため、そ
こに必然的に言語接触の問題が生じる。このときカムチベット語諸方言の形成にお
ける接触の作用にも注意が向けられるだろう。筆者の主たる関心はそこにある。筆
者が gSerkha方言を記述する１つの理由は、同方言の近隣に分布するカムチベット語
方言の１つ Lhagang（塔公）方言の形成に大きな関心を寄せているからである2。本
稿で取り上げる gSerkha方言が分布する地域は塔公郷北西部と連続しており、牧畜
民は定住している人々を除き、相互に往来がある。Suzuki & Sonam Wangmo (2014)

2Lhagang方言は、その話される地域の社会構造が牧畜業を主とする点から、アムドチベッ
ト語の一種であると考えられてきたところがある。しかし塔公 [Lha-sgang]村で話される方
言がカムチベット語に属することが示され、しかも同方言の発音にはアムドチベット語の特
徴も認められ、方言形成にあたって重層構造を呈していることがこれまでの調査で分かって
きた（Suzuki & Sonam Wangmo 2014, 2015、鈴木ほか 2015）。塔公郷の近年の社会構造の変
化を参考にすれば（Sonam Wangmo 2013）、牧畜民が話すアムドチベット語の影響が甚大で
あることは確実視されるが、どのように影響したのかという具体的な過程を知るにはこの種
のアムドチベット語方言の記述を通して分析するしかないといえる。



による分類における、塔公郷塔公村において用いられる４種の方言のうち、Yichang

（依羌）方言が gSerkha方言と直接関連する。このため、gSerkha方言は Lhagang方
言の形成に一定の影響を与えたアムドチベット語の１つに数えることができる。
以上のような背景とともに、記述言語学的研究の立場から見て１つの言語体系を
記述すること自体１つの独立した研究であるため、未記述かつ周辺の言語にも注意
が向けられていない方言に関する記述を提出することには一定の価値がある。

1.3 本稿の構成

まず２節で gSerkha方言の音体系の一覧を提示する。ついで、母音（３節）、子音
（４節）の順に具体例を挙げつつ音声記述を行う。３、４節において具体例を提示す
る際は、語形式を掲げるが、語が含む音節間で（疑似）最小対を形成する例を含む
よう配列する。
なお、音表記は国際音声字母 (IPA)で規定されるもののほか、朱曉農 (2010)で明
確に定義される主に中国で使用されている音声記号も含む。この方法はチベット系
諸言語間での音声をめぐる記述方法を一定にするための共通する記述の枠組みとし
て、Tournadre & Suzuki (forthcoming)の言及する pandialectal phonetic descriptionに
相当する。

gSerkha方言の言語資料は筆者が 2014年２月に華侃　主編 (2002)の語彙表に基づ
いて収集した一次資料を用いる。主たる調査協力者はドガク・タンジン [mDo-sngags

bsTan-’dzin]さん（男性、20代）で、色上下郷出身である。アイデンティティーとし
て牧畜民であるが、生活様式について見ると、言語形成期を遊牧民としてではなく、
定住民として過ごしている。このほか、遊牧民として言語形成期を過ごした複数の
gSerkha方言話者からも随時調査協力を得た。

2 gSerkha方言の音体系一覧

まず音節構造を提示し、続いて母音、子音の順に紹介する。超分節音素は認めら
れない3。

音節構造 音節構造は以下のように記述できる（鈴木 (2005)参照）。

CCiGVC

3gSerkha方言において、語もしく音節単位の発話に現れる超分節的音特徴は、しばしば
高降の音調として現れる。もちろんこの音調が固定されているわけではないが、高低によっ
て対立する例は見いだせていない。



このうち Ci（主子音）とV（音節核の母音）が必須である。
最初頭に位置する子音 Cは特定の子音に限られ、通常は主子音よりも明瞭に聞こ

えない（4.2参照）。わたり音Gは/w/に限定される。よって最大の初頭子音の構造は
３子音連続となる。音声学的には [CCi]と記述できる最初頭子音が主子音と同様に
明瞭に聞こえる事例4があるが、両者の間に弁別的な差異を見出すことはなく、加え
て音声学的にゆれも認められるため、音節構造を表す上で表記の区別を設ける必要
性は認められない。
音節核になる母音の位置には１音節につき１つの母音が出現し、母音連続は１音
節内で認められない。
末子音もまた特定の子音に限られる（4.3参照）。

母音 舌位置による分類では、/i, e, æ, a, 5, O, o, u, @/の母音が認められる。
すべての母音について、長短および鼻母音/非鼻母音の対立は認められない。

子音 音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

表１：gSerkha方言の主子音（Ci）となりうる子音一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh qh

無声無気 p t ú c k q P

有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無声無気 F s ù C x X h
有声 z ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j

4詳細は鈴木 (2005)の記述を参照。



3 母音

母音は舌位置について９種類の差異が認められる以外、特に長短や鼻腔共鳴の有
無による対立は認められない。
以下、開音節の場合について、語末例と語中例に分けて例をあげる。

　語末例　　　 語中例　　　
i Cha ői 兄弟 li phoN 体
e mőe 火 rge rgen 教師
æ shoN mæ 櫛 Næ wa 鴨
a őa 魚 Na tsho 私たち
5 ùk5 分け前 ő5 Hdan 布団
O tO 煙 nO kha 沼
o őo 買う tho pa 額
u Fùu お香 Chu ,a ビャクシン
@ mő@ 人 ý@ mo 娘

すべての母音が音節単位で最小対または疑似最小対を形成する例は認められない。
上の例では/ő/に後続する母音が/i, e, a, 5, o, @/の前で（疑似）最小対を形成している。
末子音を伴う例も含めて考えると、/ő/は mőuk HãæN「サトウキビ」のように、/u/の
前にも現れる。

/O/は/o/と次の例で最小対を形成する：rgO「黄羊」- rgo「門」。また、/O/は常に開
音節で現れ、語例も少ない。上にあげていない例を以下にまとめて掲げる。

HdzO「月（天体）」
hO「腹」

thO「金槌」
jO「取っ手」

末子音を伴う場合、母音との組み合わせに制限がある。詳細は 4.3参照。

4 子音

子音は、初頭単子音、初頭子音連続に分けて具体例を挙げつつ考察する。

4.1 初頭単子音

単子音の具体例は、可能な限り２例ずつ挙げる。



4.1.1 閉鎖音・破擦音

gSerkha方言は基本的に声門閉鎖音を除き、閉鎖音・破擦音に有気、無気、有声の
３系列を有する。口蓋垂閉鎖音系列は有声音を欠いており、音声的変異としても認
められない。単子音として現れる有声音は、語頭でも語中でも例が非常に少なく、特
に語頭位置に現れる例は収集した資料の中には認められない。中でも有声破擦音は
単子音として出現する例は認められず、前鼻音もしくは前気音を伴う場合に現れる。
そり舌閉鎖音および硬口蓋閉鎖音は場合によってそれぞれ破擦音 [úùh, úù, ãü]、[cçh,

cç, éJ]で実現する場合があるが、自由変異である。

例語 語義 例語 語義
ph pha j@l 故郷 phu ron 鳩
p pal ma 蓮の花 la puk 大根
b Ci ba 赤ん坊 koN tChe bu 値が高い
th thap 方法 mãi thuk 粥
t tar 氷 tuk 毒
d tsan dan 栴檀 r@ daq 野獣
úh úha úha 色とりどりの úho ko フライパン
ú úa ma 麦の殻 úuk 六
ã ptC@ ãuk 十六 pkwa ãin tChe ありがとう
ch chat par 区別 chot あなた
c caq qe coq qe 曲がった cu FCet 相談する
é ùkam za ji é@ 乾物
kh kha 口 khu juk カッコウ
k kat kha がけ kuk 曲がる
g htar ga クルミ
qh qhap 針 qh5 雪
q la qa 手 qo qo 凹の
P Pa ji 祖母 Po md@t 喉仏
tsh tsha tCh@ 温泉 tshu 染料
ts tsa re tsa re めちゃくちゃの tsoN たまねぎ
dz 該当なし
tCh tChap N̊khæN トイレ tChu luk 宗教
tC tCa 茶 tCum 欠ける
dý 該当なし

以上のうち、口蓋垂音/qh, q/ついては、以下に特記しておきたい5。/qh, q/が単子

5チベット系諸言語における口蓋垂閉鎖音の存在は、孫宏開・王賢海 (1987)、黄布凡 (2012)、
鈴木 (2007. 2010, 2013, 2014)など多くの先行研究によって指摘されている。また、gSerkha



音として現れる例は少なく、上にあげたもの以外には、次のような例しか認められ
ない。

Hdo qha len「磁石」
qh5 ta「からす」
rgo qha「かんぬき」

qha mo「苦い」
qha wa「渋い」

口蓋垂閉鎖音と軟口蓋閉鎖音が音節を単位に見せる（疑似）最小対の例には、以
下のようなものがあげられる。

qha wa「渋い」- kha d@q「カタ6」

qh5 ta「からす」- kh5 saN「昨日」

qo qo「凹の」- ko zi「衣服」

4.1.2 摩擦音

gSerkha方言は歯茎・前部硬口蓋に有気、無気、有声の３系列を有し、そり舌・両
唇・口蓋垂摩擦音は無声のみ、軟口蓋摩擦音・声門摩擦音は無気、有声の２系列を
有する。両唇摩擦音、無声軟口蓋摩擦音、有声声門摩擦音は単子音として現れる例
が非常に少ない。前部硬口蓋摩擦音/Ch, C, ý/は、ときどき前部硬口蓋から硬口蓋まで

広く舌面が盛り上がる [>Cçh, >Cç,
>
ýJ]で実現されることがあるが、自由変異である。

単子音として現れる/F/と/H/はそれぞれ１例のみである。

例語 語義 例語 語義
F FoN Ngo 尻
sh sha 土 shum tC@ 三十
s kh5 saN 昨日 sup kwa 裂け目
z zam ba 橋 zoq 牛
ù ùam かわうそ ùoq 命
Ch Cha 肉 Chu ,a ヒバ
C Ci ba 赤ん坊 m5 Co 休む
ý ýa 帽子 ýoq とっておく
x x@k Hdo 睾丸 xul wo 貧しい
, ,a 狐 ,u xa ふくろう

方言の分布する近隣地域のカムチベット語方言では、口蓋垂音の有無が方言特徴を考えるう
えで重要な指標になっている（鈴木 (2009)、Lha-mo-skyid (2010)など）。このような背景か
ら、本稿でも特に詳しく記述しておく。

6祝福の意を表すスカーフの一種。



X Xam 靴 Xe tsa 唐辛子
h ha ma 両親 hu あれ
H Ha púa 土ねずみ

4.1.3 共鳴音

gSerkha方言の共鳴音は、/r/および半母音を除いて、有声・無声の２系列を有す
る。/r/の実際の発音は多岐にわたり、[R, ô, r]がしばしば認められる。すべて自由変
異である。無声鼻音は単子音として現れる例が少ない。

例語 語義 例語 語義
m ma mo めす綿羊 mo wa 占い師
m
˚

m
˚

an ba 医者 m
˚

aq 脈打つ
n na n@N 去年 nup tCh@ 夕食
n
˚

n
˚

ar 伸びる n
˚

a XtC@ 牛の鼻輪
ő őa 魚 őo 買う
ő̊ ő̊al 発酵する ő̊eN 心臓
N Na 私 [絶対格] No ùta 鏡
N̊ 該当なし
l la qa 手 luk 綿羊
l
˚

l
˚
a 神仏 l

˚
o 南

r ra 山羊 ru wr@l 亀
w wa Xa 皮膚 wum ba 宝の甕
j jar 上へ ju xo カラスムギ

/l
˚
/の例のうち、特定の語は [ì, t”]のような自由変異をもつ7。

4.2 初頭子音連続

gSerkha方言に見られる子音連続は、大きく分けて、主子音 Ciに先行する要素 C

を含むもの、わたり音 Gを含むもの、およびこれら両者をともに含むものになる。
このうち Ciに先行する要素は音声学的に次のように分類することができる。

1. 鼻音類（前鼻音類）

(a) 狭義の前鼻音（調音位置は主たる子音に一致）

7この特徴は、鈴木 (2006)やSuzuki & Sonam Wangmo (2015)に記述されるように、gSerkha
方言の分布地域にほど近い地域で話される Lhagang（塔公）方言やスタウ語鮮水方言などに
も認められる。



(b) 両唇鼻音 [m, m
˚]

2. 非鼻音類

(a) 両唇閉鎖音 [p, b]

(b) 両唇継続音（摩擦音 [F, B]、半母音 [w]）

(c) そり舌継続音（摩擦音 [ù]、流音 [r]）

(d) 軟口蓋摩擦音 [x, ,]

(e) 口蓋垂摩擦音 [X, K]

(f) 声門摩擦音（前気音）[h, H]

以上のうち、(2c)、(2d)、(2e)の各要素は、音声学的にそれぞれ主子音と有声性が
共通する前気音としても現れる。音声学的にそれぞれ有声性の共通する前気音とし
て現れうる。このとき、前気音が現れる例を見るだけではどの子音と交替するのか
は不明になるといえる。しかし一方で前気音でのみ現れる子音連続 (f)も存在する。
音声学的に相補分布の関係を見せるのは、(2b)の両唇摩擦音 [B]と両唇半母音 [w]

で、阻害音には前者が、共鳴音には後者が現れる傾向にあるといえる。このため、
最初頭子音には両者のうちのいずれかのみを認めればよいといえる。有声両唇摩擦
音 [B]は主子音には現れず、[B]の出現箇所は [w]で現れることが認められるため、[w]

を記述に選択する。
(2d)の軟口蓋摩擦音と (2e)の口蓋垂摩擦音は、実際のところ自由変異であるため、

どちらかで記述を統一できる。(2d)の音声実現が基本的に後部軟口蓋音になること
を考慮し、記述の上では (2e)の口蓋垂摩擦音として統一する8。
以上、子音連続の最初頭子音の音特徴について述べた。この中で、(1)の鼻音類、

(2a)の両唇閉鎖音類、(2f)の前気音類については、常に主子音Ciよりも明瞭には聞
こえない。それ以外については、ときどきCiと同じように明瞭に聞こえる場合があ
る。特に有声音であるときは顕著であるといえる。
なお、CとCiの間の有声性については、基本的に一致する。ただし有声共鳴音に

先行する Cは、丁寧に発音する場合、半有声化するなど、有声性が不安定になる事
例が認められる。
以下、gSerkha方言における子音連続を主子音Ciに先行する要素によって分類し
て述べ、ついでわたり音Gを含むもの、３子音連続について述べる。

8ただし [X]は主子音の位置に現れるが、[K]は現れないという異なりがある。



4.2.1 鼻音類

鼻音類は、その鼻音要素が後続子音と同一調音位置となる狭義の前鼻音の事例と、
後続子音と異なる調音位置となる両唇鼻音に分けて例を挙げる。

前鼻音
mb : mb@　虫　　
nd : ndam ñéoq　泥　　
ïã : ïãi wa　客　　
ñé : ñéo roq　お供　
Ng : Nga z@k　いくつか
ndz : ndzer ma　釘　　
ődý : ődýam ba　ほほ　

m
˚ph : m

˚pha ra　ジャッカル
n
˚th : n

˚tha ,a　縄　　
ï̊úh : ï̊úhoN　生まれる
N̊kh : N̊khor wa　輪廻　
ð
˚qh : ð

˚qheN　凍る　
n
˚tsh : n

˚tsho wa　生活　
ő̊tCh : ő̊tChoq　ゆがんだ

両唇鼻音
md : mda　矢　　
mã : mãi　米　　
mé : méo ,a　速い　
mg : mgo　頭　
mdz : mdz@ ,@　指　　
mdý : mdýar　登る　
mn : mna ùci　誓う　
mő : mőeN　名前　

mN : mNa ru　甘い　
m
˚th : m

˚the mo　親指　
m
˚úh : m

˚úha　細い　
m
˚kh : m

˚khi ba　精通した
m
˚tsh : m

˚tshi to　双子　
m
˚tCh : m

˚tCho ùten　仏塔　
m
˚ő̊ : m

˚ő̊uk ma　竹　　

4.2.2 両唇閉鎖音

両唇閉鎖音は閉鎖音および破擦音に先行する。子音連続間で有声性が一致する。
pt : ptaq　結びつける
púh : ta púhuk　孤児　
pú : pú@q　岩石　
pc : Chor pca　にせの
pk : pkot pa　方法　
ptsh : ra ptshi　軒　　
pts : ptson N̊khæN　監獄　

ptCh : ptCha qa　肩　　
ptC : ptC@　十　　
bd : bda réæq　知らせる
bã : bãaq　計算する
bé : bé@r　翻訳する
bg : bgo　分かち合う
bdý : bdýet　忘れる



4.2.3 両唇継続音

両唇継続音は後続子音の性質によらず現れるといえる。子音連続間で有声性が一
致する。発話速度の速いときに、両唇継続音部分が前気音と交替することがある。

Ft : Ft@n　適合させる
Fú : Fú@　初乳　
Fq : Fqoq　抜く　
Fts : Ftso Xa　汚い　
FtCh : FtCh@ la réo　出る　
FtC : FtCet kha　春　　
Fsh : Fsh@　迎える
Fs : Fs@l w5　綿　　
Fù : Fù@n　雲　　
FCh : FChe ma lep tse　蝶　　
FC : FCi ma　砂　　

wd : tChem wd@q　家族　
wã : wãæN　砂糖　
wé : wéæq　酔う　
wg : wgal　渡る　
wz : CheN wzo　大工　
wý : wýon ma　乳牛　
wő : Hloq wőan　映画　
wl : wla　太もも
wr : wri　蛇　
wj : wjar kha　夏　　

4.2.4 そり舌継続音

そり舌継続音は有気音と共起しない。語頭では子音連続間で有声性が一致するが、
語中ではそり舌継続音が後続子音に関わらず有声音になることがある。発話速度の
速いときに、そり舌継続音部分が前気音と交替することがある。

ùt : ùta　馬　　
ùc : ùcæN　野ロバ
ùk : ùke　首　　
ùq : ùqa ùqoN　窓　　
ùts : ùtsa　脈　　
ùtC : ùtCe　舌　　
ùm
˚

: ùm
˚

on ba　狩人　
ùn
˚

: ùn
˚

a　鼻　　
ùő̊ : ùő̊er ma　しわ　
ù̊N : ù̊Ni　銀　　
rp : sha rpaq　瓦　　
rt : ta rta　今　　
rd : rdo　石　　

rc : mő@ rcæN　単身　
ré : Pa réa　兄　　
rg : rge rgen　先生　
rdz : rdz@ ma　眉毛　
rdý : rdýi Ch@l　痕跡　
rF : m

˚tCh@ rFa　胆嚢　
rm : ma rmo lo toq　とうもろこし
rm
˚

: sho rm
˚

an　歯磨き粉
rn : Cha rn@q　肌　　
rő̊ : næN rő̊eN　芯　　
rN : ptCo rNa　十五　
rl : Hba rlap　波　　



4.2.5 後部硬口蓋～口蓋垂摩擦音

後部硬口蓋～口蓋垂摩擦音は有気音と共起しない。語頭では子音連続間で有声性
が基本的に一致するが、発話速度が遅いときには後続子音が有声音の事例について、
半有声または無声で現れる例も見受けられる。一方、語中では後部硬口蓋～口蓋垂
摩擦音が後続子音の有声性に関わらず、音声学的に有声音になることがある。発話
速度の速いときに、後部硬口蓋～口蓋垂摩擦音部分が前気音と交替することがある。

Xp : Xp5 mbar　松明　
Xt : Xte ma　担保　
Xts : war XtsæN　空間　
XtC : XtC@n　小便　
Xs : Xsor　錐　　
XC : XCo Xa　翼　　
Kd : FC@ Kduk　傘　　

Kz : Kzar po　崖の多い
Ký : kha Kýi őin ka　さきおととい
Km : Kma　低い　
Kn : KnaN őin　あさって
Kő : Kői　二　　
Kl : Kl@　歌　　
Kj : Kjuk　振る　

4.2.6 前気音

前気音は有声音に先行するものと無声無気音に先行するものが認められる。主子
音が阻害音の場合、子音連続間で基本的に有声性が一致する。
主子音に先行する位置で前気音のみが現れる例は比較的少なく、前気音は上述の
何らかの口腔内調音要素の変異として現れることが多い。以下の例では、調査時に
前気音のみが現れるものに限って言及する。ただし、これらの例が前気音以外の音
声実現をもつ可能性は否定できない。

hp : bden hpaN FCet　証明する
ht : hter rdo　鉱石　
hú : hú@　かぶる
hc : tho hcoq　とさか
hk : hkar ma　星　　
hts : htsa wo　さび　
htC : htCæq　鉄　　
hs : hsum　三　　
Hb : Hba rlap　波　　
Hd : Hde wa　村　　
Hã : Hão　羽　　

Hé : Hé@ zoq　家畜　
Hg : Hga mo　妻　　
Hdz : HdzO　月（天体）
Hdý : Hdýap　背　　
Hz : XtCæn Hzæn　猛獣　
Hý : Hý@　弓　　
Hm : Hma　傷　　
Hn : Hn5　耳　　
Hő : HőiN Na　古い　
HN : HNa ptC@　五十　
Hl : HloN ùta　運　　



Hw : HwæN ma　ミツバチ Hj : Hju Xa　棒　　

4.2.7 わたり音を含むもの

わたり音には/w/がある。組み合わせの種類は少なく、またいずれの組み合わせに
おいても見られる語が少ない。わたり音とはいえ、/w/は主子音と同様に一定の調音
時間が認められるため、音声事実を考慮すれば、この要素が先行子音の二次的調音
であるといえないと判断する。これは続いて掲げる３子音連続にも共通する。

khw : khw@　持ち歩く
kw : sup kwa　裂け目

qhw : qhw5　スープ
Xw : Xwa wo　英雄

4.2.8 ３子音連続

組み合わせの種類が少なく、またいずれの組み合わせにおいても見られる語が少
ない。

m
˚khw : m

˚khwar Na　どら　
mgw : mgwa ra　鍛冶屋

pkw : pkwa　命令
rgw : rgwat　笑う　

4.3 末子音

末子音は、それに先行する母音との組み合わせに制限がある。その一覧は次のよ
うである。

表２：音節核の母音と末子音の組み合わせ

母音 \末子音 なし p t k q m n N l r
i © — © © — © © © © —
e © © © © © © © © © ©
æ © — — — © — © © — —
a © © © — © © © © © ©
5 © — — — © — © © © —
O © — — — — — — — — —
o © © © — © © © © © ©
u © © — © — © © © © —
@ © © © © © © © © © ©



末子音/k/と/q/は/e, @/に後続する場合を除いては相補分布している。逆に言えば、/e,

@/では弁別されるため、それぞれの音価に基づいて表記を行う根拠があることにな
る。その他の末子音については、母音との組み合わせに制限があるとはいえ、互い
に相補分布をなすものは認められない。また、３節でも述べたが、/O/は開音節のみ
に現れるという点にも注目できる。
以下、末子音を閉鎖音、鼻音、流音に分けて具体例をあげる。

4.3.1 閉鎖音のもの

すべての閉鎖音の末子音は閉鎖を開放してもしなくてもよく、また、どちらかが
話者の発話の癖に属するといったこともないため、完全な自由変異であると考えら
れる。加えて、/k/, /q/は摩擦音として現れることもあり、語中に現れる場合は基本
的に摩擦音であるが、閉鎖音で発音しても話者から訂正されることはなく、方言特
徴を反映する要素であると母語話者の意識の中にないと判断する。

/p/のもの

CheN lep　板
qhap　針
n
˚thop　得る

CheN úup　鑿
n@p　西

/t/のもの
bde ùcit　幸せな
khet　なぞなぞ
ùkat　声

,ot　光
th@t　チーズを用いた菓子

/k/のもの

Chik　しらみ
ùtsek thoq　階

úuk　六
wo r@k　チベット族

/q/のもの
XCeq　円寂
Kjæq　ヤク
ùn
˚

aq　膿

ph5q　おすぶた
ùcoq　ひしゃく
r@q　触れる

以上のうち、/ek/も/eq/も実際の例ではほとんど認められないため、/k/と/q/は実質/@/

の後に現れる場合で対立を形成する。（疑似）最小対には次のようなものがある。



r@q「触れる」- r@k「種類」

tsh@q「濾す」- tsh@k「関節」
n
˚th@q「身につける」- th@k「雫」

4.3.2 鼻音のもの

/N/については、弱化して先行母音を鼻母音化し、末子音としての音価をほとんど
失う場合がある。

/m/のもの

ú@ ýim　芳しい
n
˚tshem　縫う
rgam　箱

tom　熊
rg@n mãum　ぶどう
rg@m　選び出す

/n/のもの

khe őin　おととい
ùkaN rdýen　裸足
XtCæn Hzæn　猛獣
Hzan　袈裟

sh5n　種
kon　着る
wlun　愚かな
bd@n　七

/N/のもの
HőiN Na　古い
thaq reN　遠い
wræN　浸す
raN　自分

N5N pa　がちょう
mãoX ma roN　半農半牧
rduN　すりつぶす
na n@N　去年

4.3.3 流音のもの

/l/については、語によって脱落することがあるが、どの語が該当するかは予測す
ることができない。少なくとも音声学的な原因によるものではない。

/l/のもの
Hőil joN　居眠りする
Chel　ガラス
n@q tshal　森

pkw5l　よじる
ptCol　預ける
xul wo　貧しい



ru wr@l　亀

/r/のもの
Xser　金
ho hsar　少年

Xsor　錐
kha pts@r　手綱で制御する

5 まとめ

本稿では、未記述のアムドチベット語の方言の１つである gSerkha方言の音体系
を提示し、その音声記述を行った。
音声記述を通して、以下のような特徴が指摘できる。子音については、硬口蓋閉
鎖音系列が存在する点、蔵文には対応しない口蓋垂音/qh, q/が初頭子音に現れる点、
および末子音に/k/と/q/の対立が認められる点がある。また、子音連続について、第
１子音要素が鼻音の場合調音位置を同じくする前鼻音と両唇鼻音の２種があり、口
腔内の調音位置についても４種類が対立し、かつ前気音とも対立を形成するなど、
複雑な体系をもっている。母音については、広母音に/æ, a, 5/の対立がある点があげ
られる。

gSerkha方言は甘孜州で話されるアムドチベット語の中でも、カムチベット語と密
に接触している変種の１つである。本稿の記述は同地域におけるカムチベット語と
アムドチベット語の接触の具体像を明らかにするための議論に必要とされる基礎的
資料となりうるだろう。

[付記]

gSerkha方言の調査に当たっては昆明市の瑪吉阿米・香格里拉藏族風情
宮の関係各位の協力を得た。ここに記して感謝の意を表する。
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Phonetic description of the gSerkha dialect, Amdo Tibetan spoken

in the Khams region

Hiroyuki SUZUKI

Abstract

This paper presents a phonetic description of the gSerkha dialect of Amdo Tibetan,

spoken in Seka Village, Daofu County, Ganzi Prefecture, Sichuan Province, China.

Seka Village is a nomadic area mainly inhabited by pastoralists, who speak a variety

of Amdo Tibetan. It belongs to Khams region in the traditional Tibetan geography, and

the identity of the inhabitants is also Khams-pa ‘Khams people.’ Varieties of Khams

Tibetan are also spoken in the areas surrounding Seka Village, thus the gSerkha dialect

have experienced a long-term language contact with Khams Tibetan.

Amdo Tibetan spoken in this area was officially recorded in 1950s, but the materials

are not available, hence the phonological aspect of the dialect is still unknown. The de-

scription of the gSerkha dialect is necessary for an analysis of the historical development

of the surrounding Khams Tibetan dialects. For this sake, the phonological system must

be clarified.

The analysis shows: the existence of uvulars /qh, q/ at the initial position and a dis-

tinction between /k/ and /q/ at the final position on the consonants; the exsitence of a

distinction between /æ/, /a/, and /5/; no tonal contrasts.

受領日　2015年4月9日
受理日　2015年8月1日
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